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要 旨 
｢ニーベルンゲンの歌｣第二部では、最愛の夫ジークフリートを殺されて失意のどん底にあったク
リエムヒルトに再婚話が持ち上がる。ドナウ河畔に住むフン族の王エッツエルが、彼女にプロポー
ズしたのだ。最初、頑なに拒んでいたクリエムヒルトはジークフリートの復讐を果たすべく再婚を
決意する。その際宗教の違いが一つの問題であったから、本論では当時のキリスト教とイスラム教
の異教徒に対する受容について考えてみた。キリスト教徒に較べて、一般にイスラム教徒の異教徒
受容ははるかに寛容であった。 
 ｢ニーベルンゲンの歌｣の特徴の一つは「場の投影」という文学上のテクニックである。様々な場
面に現実の場所が投影され、作品の現実性と信憑性を高めるのに効果をあげているのだ。こうした
迫真性は聞き手を大いに感動させたのではないだろうか。「平家物語」でもほぼ同様のことが考え
られる。例えば、よく知られた木曽義仲最期の場面など忠臣今井四郎と二騎だけとなって、結局二
人とも死んでしまったというのに、その描写は実にリアルに描かれ、まさに作者がその場に立ち会
っていたかのようである。つまりはこの感動的な場面も、天才的な作者による見事な創作という訳
だ。「プリュンヒルトのこと」では叙事詩第二部で姿を消してしまったプリュンヒルトが、北欧の
「エッダ」と「サガ」ではどのように描かれているかを比較している。後半、「渡し守」と羽衣伝
説で、日本、ドイツとも渡し守の首を切って殺害してしまう奇妙な一致について考えてみた。水の
精の影響は恐らくペルシャ伝来のものと思われる。最後に、早世した高倉上皇のエピソードや王の
弟ギーゼルヘルの結婚をテーマに、若者たちの愛と誠について述べた。 
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はじめに 
ドイツ中世叙事詩｢ニーベルンゲンの歌｣が書かれたのは 1200 年前後と推測されている。同じ頃、
日本では平家が壇の浦で滅亡し（1185 年）、頼朝の死後は妻の一族であった北条氏が実権を握った。
ユーラシアの東西両極にある二つの国で、騎士と武士とがほぼ同時代に出現してきたのは非常に興味
深い。本論は｢ニーベルンゲンの歌｣を、様々な視点から｢平家物語｣と比較してみようという試みであ
る。これら二作品の共通点を簡単にまとめると次のようになる。 
○  12～3 世紀に成立 
Yoichi KANARI 
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○  作者不明 
○  韻文で書かれた侍（騎士と武士）の物語 
 ニーベルンゲン詩節(Nibelungenstrophe)：二つの短詩行から成る長詩四つで一詩節 
 「平家物語」：琵琶法師による語り物として耳から享受された（平曲と称する） 
○  登場人物のほとんどが死滅（諸行無常） 
 本論（１）では「ニーベルンゲンの歌」第一部より、英雄ジークフリートと美姫クリエムヒルトの
出会いと結婚、そして姫の兄である国王グンテルとプリュンヒルト夫婦との確執を中心に述べた。（２）
では裏切りによって殺されたジークフリートと関連させて、日本とヨーロッパの騙し打ちの歴史につ
いて考察している。 
 
 
クリエムヒルトの再婚 
 「ニーベルンゲンの歌」第二部に話を進めていこう。第一部は、ハゲネによって最愛の夫ジークフ
リートを殺されたうえ、ニーベルンゲンの黄金（der Nibelungen Gold)までも奪われて失意のどん底
にあるクリエムヒルトの姿を描いて終わっていた。 
 物語第一部の舞台となっていたのはライン河である。クリエムヒルトが住むブルゴント国の城はラ
イン河畔のヴォルムス（Worms)にあり、ジークフリートが生まれたニーデルラントは更に下流の昔ザ
ンテン(Santen)という城下町で、ラインの左岸に実在している。全て宝石と黄金ばかりであったとい
う(dieses war nichts anderes als Edelstein und Gold)ニーベルンゲンの黄金も、ハゲネの姦計に
よってラインの川底に沈められてしまった。 
 それらの宝は、「十二輌の荷馬車に満載して、 四昼夜かかって山から運んでくるものであった。 
 しかも各々の馬車は、日に三度も往復せねばならなかった」(1122)という。 
 第二部になると、舞台はライン河からもう一つの大河ドナウ河へと移っていく。ドイツ文化圏を流
れる二つの河を舞台とするこの物語は、まさに大河ドラマの呼び名がふさわしい。 
 さて、フン族の王エッツェルは王妃に先立たれて新しい妃を探しており、ベッヒェラーレンの辺境
伯リュエデゲールが王に、「ブルゴントの剛勇なジーフリト(ジークフリート）の妃であったクリエム
ヒルトをお迎えなさいまし」と進言していたのである。 
 フン族（Hun)とは元々４世紀頃ヨーロッパに侵入した北アジアの遊牧騎馬民族である。彼らは東ゴ
ート王国を滅ぼし、更に西ゴートをも破って、一部はトラキアに入居した。エッツエル王のモデルと
されるアッティラ(Attila:406?-453)は、パレノニア(ハンガリー）に権力を確立して西ローマ帝国へ
侵入し、ライン河を渡って激戦を繰り広げたものの勝利を収めることはできなかったのだが、しかし
彼がブルグント族を滅ぼしたのは歴史的事実のようである。つまり作者はこの事実を踏まえつつ、ま
るで違った物語として脚色したのである。ブルゴント族がヴォルムスの地に存在していたことは証明
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されており、フン族の攻撃によって町は火に包まれ住民は皆殺しにされて、城壁も完全に破壊されて
しまった。437 年に起きたこの悲劇が、吟遊詩人たちによって脈々と伝承され、伝説化したのではな
いかと考えられている。ブルゴント族が王都ヴォルムスで滅亡した時の王グンダハールが物語のグン
テル王のモデルとなっているのだ。しかしアッティラ王の死後、カスピ海からライン河にまたがるこ
の大王国は分裂し、ブルガール族、アバール族に吸収混融した（1）。 
 エッツエル王の居城のあったエッツエルブルク（Etzelburg)というドナウ河畔の町は現在オーフェ
ンと呼ばれ、「ドナウ河をはさんで首都ブダペストの対岸にある（2）」。ヴォルムスからエッツエルブル
クへ嫁いでいくクリエムヒルト一行の旅程については、ドナウ河畔のフェルゲン（Vergen)やパッサ
ウ(Passau)等、実在する町の名が登場して実に具体的に描かれ、前半グンテル王一行がイースラント
にプリュンヒルトを訪ねるためライン河を下って行った描写と較べると、随分と詳細である。例えば
第６歌章で、グンテル王やジークフリート一行四人がライン河上の船に乗った後の描写は次のようだ。 
 
 彼らは日の暮れるまえ、すでに二十マイルも 
 順風に乗じて海の方へとくだっていった。(中略） 
 伝え聞くところによると、彼らは十二日の朝、 
 風に運ばれて遥かプリュンヒルトの国 
 イーゼンステインの城近くまで来ていた。(382) 
 
 ここではライン河畔の町の名や国などは一切描かれておらず、後半のドナウ河畔の描写と比較して
著しいほどのアンバランスとなっているから多くの研究者たちは、「ニーベルンゲンの歌」を書いた
見知らぬ作者の出身地がドナウ河畔のパッサウあたりではないかと推測しているのだ。自分のよく知
る土地の描写が他に較べて詳細になるのは当然だからである。 
 さて、クリエムヒルトについて「この世のいかなる王妃でも、これ以上美しいものはございますま
い」(1150)と辺境伯リュエデゲールに説明されたエッツエル王が、何としても彼女との再婚を望むよ
うになったのは自然の流れだろう。そこで辺境伯は王の使いとして早速、ありあまるほどの武器や装
束を運んでラインの国へと出立したのである。 
 兄グンテル王や二人の弟たちは、依然として歎きの淵にあったクリエムヒルトの再婚にすぐ賛成し
たのに、ハゲネだけは大反対であった。彼は動物的な嗅覚でクリエムヒルトの陰謀を感じ取り、「も
しもお妃さまがエッツエルに嫁がれることになり、それまでご存生になったら、きっと我々にできる
限りの苦難をお与えになりましょう」(1210)と断言したのである。しかもリュエデゲールに面会した
時、クリエムヒルト自身再婚する気など毛頭なかったのだ。 
 
 母ウオテや弟ギーゼルヘルがしきりにエッツエル王の偉大さを述べても、彼女の心は全くなびかな
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かった。弟は「ローヌ河からライン河、エルベ河から海岸まで、あれほど強大な国王は一人もいませ
ん」と姉に説明していた。（実際には、アッティラが支配したのはカスピ海からライン河にまたがる
広大な王国だったから、優に彼が言っていた五、六倍はあったのだが）。 
 かたくなであったクリエムヒルトの心に変化が現れたのは、「自分は彼女の身に起ったいかなる事
に対しても償いをするつもりである」というリュエデゲールの一言であった。彼は全ての家来たちと
「いつまでも真心から彼女に仕えること」を誓ったのである。そこで王妃は「私はみじめな女だけれ
ど、こんなに沢山の味方を手に入れた以上、世の中の人には何とでも言いたいように言わせておこう。
愛しい夫の復讐ができさえすれば、そんなことは何であろうか」と密かに考えたのだ。年を経るほど
死者の存在が大きくなるのは本当のことだ。如何に歳月が流れようと、最愛の人の死は忘れられるも
のではないし、ましてやその人が騙し打ちにあって殺されたとあっては尚更のことだろう。クリエム
ヒルトは愛しきジークフリートの復讐を果たす目的のためにだけ、この結婚の申し込みを受け入れた。
永いこと内にこもって歎き暮して来た彼女は、ここで今まで一人静かに耐え続けてきた苦しみを清算
し、復讐の鬼へと変身を遂げていくのである。 
 しかし、彼女の結婚に際して重要な問題は宗教の違いであった。フン族の王エッツエルはクリエム
ヒルトにとっては異教徒、つまりイスラム教徒だったのである。これについても、リュエデゲールが
「王に洗礼を受けるようお仕向けになってはいかがです」と簡潔に王妃に勧めて落着した。その前に
彼はエッツエル王について、「あの方はキリスト教徒である武士を多く擁しておられるので、その宮
廷で憂き目にお会いになる心配はございません」と説明し、更に第 21 歌章の最後には、フン族の国
について次のように書かれている。 
 
 この王国には、めったにない話であろうが、 
 キリスト教と異教とが、いつも並び行われていた。 
 そして各人がどんな暮し方をしていようとも、 
 国王はその慈悲心のために、万人に豊かな施しをしたのである。(1335) 
 
 歴史的事実として、キリスト教徒のイスラム教理解は徹底した全面否定であった。日本の一昔前の
西洋史教育も、「十字軍遠征はキリスト教の聖地エルサレムを守る戦い」という、まさにヨーロッパ
中心の視点であったのだが、最近では、イスラム教徒がキリスト教の聖地巡礼者を迫害したというこ
と自体がキリスト教側の虚偽情報で、実際には殆どそのような事実はなかったことが明らかになって
いる。要するにイスラム側からすれば、キリスト教徒たちから一方的に難癖をつけられて自分たちの
領土を攻撃、略奪、破壊された訳で、已む無く聖戦（ジハード）をせざるをえなかったのであった。
また、キリスト教徒はイスラムの開祖ムハンマドを決して預言者とは認めず、徹底的に排撃し続けて
きた。彼らにとってのムハンマドとは、「大山師、詐欺漢、嘘つき。神の使徒どころかサタンの使徒、
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悪魔の手先。そうでなければ、自己催眠にかかった下劣な男、精神病患者、等々（3）」といった、とん
でもない人間だったのである。キリスト教徒のイスラム教否定の態度は脈々と尾を引いて、現在では
更に一段と激しくなっている。 
 これに対して、イスラム教徒のキリスト教徒に対する姿勢ははるかに寛容であった。イスラムに征
服されたキリスト教徒は、「一定の税だけ納めていれば、信仰の自由も生命も財産も保証されたので
ある（4）」。この点だけをとってもイスラム教徒は、異教徒、異端を皆殺しにしてきたキリスト教徒の
歴史とは雲泥の差があったと言わざるを得ない。 
スルタンの中のスルタンと呼ばれるスレイマン大帝がオスマン王朝に即位したのは 1520 年であっ
た。ハプスブルク帝国に遠征する前、彼はまずベオグラードを陥落させ、聖ヨハネ騎士団の基地ロー
ドス島を支配している。しかしスレイマン大帝はヨハネ騎士団の生命財産を保証しただけでなく、「五
年の免税まで与えたほど寛大（5）」であったという。だから、エッツエルのイスラム国で、「キリスト
教と異教とがいつも並び行われていた」とテキストが述べているのも、決して根拠のないことではな
かったのである。およそ 800 年間イスラムに支配されていたスペイン南部の町コルドバなども、様々
な異教徒によって支えられていたのであった。この町は当時まだ未開であったヨーロッパ社会に最新
のイスラム文化、科学、芸術を伝える窓口となっていたのである。 
 
 コルドバの繁栄はアッバース朝成立後、この地へ逃れて来たウマイヤ家が、コルドバを首都として
再興したことに始まる(後ウマイヤ朝)。10 世紀には、コルドバは人口 50 万人を有し、1600 のモスク、
8万の商店を数える大都市となった。また、クリスタル・ガラスの製造法が発明されるなど、文化的
にも最先端の都市であった。 
 この時期のコルドバを介して西洋に伝えられた生活習慣に、フランス料理に代表される、スープ・
前菜・メイン・ディッシュ・デザートというコース別の食事形式、季節ごとに衣服を着替える習慣、
歯を磨く習慣等がある（6）。 
 
 ｢千夜一夜物語｣を読むと、物語の隅々までまさしく通奏低音の如くイスラム教の教えが響いている。
この寛容な宗教を心から信じられる民は本当に幸せだと思う。 
 
 
場の投影 
 第 21 歌章は、殺された夫への復讐を果たさんがためにエッツエル王との再婚を承諾したクリエム
ヒルトが、フン族の国へ行くまでの様子である。 
特にこの章で気づかされるのは、クリエムヒルトに対する敬称が色々変わっていることだ。順に書
いてみると、まず初めは｢王女｣(Königstochter:1290)、次に｢ギーゼルヘルの姉｣(1292)、「司教の姪」
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(des Fürsten Nichte:1298)、「司教の妹の子」(seiner Schwester Kind:1311)、「異郷の姫」(die 
Fremde:1311)、「女王」(1312)と様々である。つまり語り手は、クリエムヒルトと彼女に出会った人
との立場や関係から、意図的にこれらの違った呼び名を用いて作品に変化をもたせようとしているの
である。同じ人物を常に「王妃」とか「彼女」とばかり呼んでいるよりは、その人の社会的地位や家
族関係から別の見方で呼び名を変えて行く方が聞き手にとっても興味をひかれるのは当然であろう。 
ここではエッツエル王もクリエムヒルトに「ボテルンクの息子」（Botelungs Kind）と呼ばれてい
るほどだ。聞き手は突然名前が出たこのボテルンクなる人物に一瞬戸惑うけれど、話の流れからこの
人物が実はエッツエルの父であったことがわかるのだ。更に語り手は、二人はまだ出会ってもいない
のに、つい心がはやったのか、もうクリエムヒルトを「エッツエルの妃」(König Etzels Weib)とま
で呼んでいるのである。 
待ちきれなくなったエッツエル王は、英傑ディエトリーヒと共にクリエムヒルトのところへ迎えに
行くことにしたのだ。王が来る前、威風堂々とやって来た多くの騎士たちが次々に王妃に挨拶をした
のだが、着飾って馬に乗った騎士たちが颯爽と集まってくる光景は、さぞや壮観であっただろう。 
この時、たまたまエッツエル王の宮廷に客として滞在していた騎士ディエトリーヒ・フォン・ベル
ンのモデルは、東ゴート族の大王テオドリックであるといわれている。しかし、年表を見るとエッツ
エル王のモデル、アッティラの死んだのが 453 年、テオドリックの生年が 455 年頃だから、現実には
この二人が出会うことはなかったのがわかるのだが、恐らく作者は、テオドリックが人質として東ロ
ーマ（ビザンチン）帝国のコンスタンティノープル宮廷で養育されていた事実をヒントに、このよく
知られていた大王をここに登場させたのであろう。テオドリックは時の皇帝ゼノンの命を受けてイタ
リアへ進撃し、西ローマ帝国を滅ぼした傭兵隊長オドアケルを倒し、北イタリアのラヴェンナを首都
とする東ゴート国の王となった。今、ラヴェンナに行くと、中央駅からほど近いところに真っ白い円
筒形をした彼の廟がひっそりと立っている。 
このように時代がずれていても実在した人物たちが登場したり、ヴォルムスやパッサウ、ウィーン
等といった現実の地名も出て、信憑性を高めているのがこの作品の特徴といえる。「場の投影」とよ
ばれるこの文学上のテクニックは「ニーベルンゲンの歌」以前には存在しなかったものである。聞き
手としては、自分のよく知っている人物や地名が描かれていることで迫真性が増し、物語をますます
身近に感じることができるのである。過去に実在した人物たちを物語の中にうまくマッチさせて、如
何に巧みにそれぞれの個性を発揮させるかが作者の腕の見せ所という訳だ。 
 
一方、「平家物語」では全体がほぼ歴史的事実であり、登場してくる人物たちも実在していたから、
フィクションである「ニーベルンゲンの歌」と単純に比較してしまうのは危険だけれど、それでも尚、
作者が素晴しい想像力を駆使して述べている場面がいくつか見受けられる。例えば木曽義仲の最期で
ある。京の都を追われた義仲が最後には忠臣今井四郎兼平と二騎だけになってしまった。「日頃は何
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とも思わぬ鎧が、今日はいたく重いように感じられる」という義仲に、今井は「いや、おからだもま
だお疲れになってはおられませぬし、御馬も弱ってはおりませぬ。一領の鎧が、なんでにわかに、重
くなるわけがござりましょう。それは、味方に続く勢いがなきゆえの臆病心。兼平一人をば、余の武
者千騎とおぼしめして、私がしばらく防ぎ矢つかまつっておる間に、かなたに見ゆる粟津松原の中で、
静かに御自害なされましや」と応じる。しかし結局二人ともこのすぐ後には死んでしまったのだから、
実際には彼らの最後の会話を聞いた人などいなかったはずなのだから、この感動的な場面も、天才的
な作者による素晴らしい創作なのだ。 
これに対して、屋島の合戦での那須与一の章はリアルに述べられている。「飛ぶ鳥の三つに二つは
必ず射落とす」ほどの手練であった与一が、義経に「扇の的を射落とせ」と命じられた時のいでたち
は次のようであった。 
 
赤地の錦で衽と袖先をいろどった、濃紺色の直垂に、萌黄縅の鎧をつけ、足白の太刀を帯
は
き、二十
四本差した切斑
き り ふ
の矢を負い、それに薄切斑に鷹の羽をはぎまぜた、ぬた目の鏑矢を差しそえていた。
そのいでたちで、滋籐の弓を脇にはさみ、兜をぬいで高紐にかけ、判官の前にかしこまった。 
 
与一は「射損じたら味方にとって恥となりましょう」と固辞したものの、義経の「命に従わぬなら
鎌倉へ帰れ」との言葉に、君命辞しがたく、引き受けたのだ。結果、彼は見事、小舟の上に揺れる扇
の的を射ち落としたのである。この有名なシーンは「平家物語」後半の一つのハイライトであろう。
作者の筆も滑らかで、かつ美しく描かれている。 
 
 鏑矢は浦一帯に鳴りひびくほど長いうなりを立てて、誤たず扇の要から一寸ほど離れたところをぷ
っつりと射切った。鏑矢は飛んで海へ落ち、扇は空へと舞い上がって春風のうちにひらひらと翻りな
がら海上に散り落ちた。夕日に輝く白い波の上に、まっかな扇がただよって浮きつ沈みつ揺れている
のを、沖では平家が、ふなばたをたたいて感嘆し、陸では源氏が、箙をたたいてはやし立てた。 
 
 武士や騎士といった英雄たちのいでたちが如何に華麗で凛々しかったかを、ドイツも日本も軍記物
語は細かに描写している。 
 余談ながら、この感動的な場面の後に義経のとった無粋な行動は、一瞬にして全てを台無しにする
ものであった。平家の舟の中から、与一の素晴らしい技に感じ入って舞を舞いだした五十代の男を射
殺すように命じたのである。与一の矢は今度も｢男の体の真中をぷつりと貫いて、船底へ真っ逆さま
に射倒した｣のであった。この出来事に平家方は静まり返り、源氏は「また箙をたたいてどよめいた」
という。この場面からだけでも源氏方の無教養ぶりが十分に伝わって来る。 
 日本の高級武士は一般に教養が高く、多くが辞世の句などを残しているのに対して、西洋では高級
215
跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 
 
騎士といえども文字を読める者すら多くはなかったのである。 
 
 
たくらみ 
 エッツエル王は「ウィーンにおいてクリエムヒルトと共に臥し」(1365)、祝宴は 17 日の間続いた
という。第一部同様、ここで客人たちや家臣たちに気前よく贈物をする王侯たちの姿は、日本の権力
者とは全く違っている。日本は昔から贈答文化が脈々と続いているのに、その量はヨーロッパ中世の
習慣に較べると雀の涙ほどでしかない。「少量でも気持ちがこもっている」とか、「思いやりの心だけ
で十分」といった日本的習慣は昔のヨーロッパ社会ではまるで通じない。家来や客人に対する感謝の
気持ちがとても大きいのであれば、王たる者はやはりそれに見合った、あるいはそれ以上に沢山の贈
物をしなければ権威は失墜したのだ。 
 
 エッツエル王とクリエムヒルトの幸せな結婚生活は 13 年に及び、二人には一人の王子も生まれた
というのに、彼女は依然としてハゲネに対する恨みを抱いており、何とかして彼をエッツエルの国へ
招きよせて復讐を果たしたいものと考えていたのだから、気に恐ろしきは「女の恨み」である。テキ
ストも、「クリエムヒルトがブルゴントの国で和解の接吻をしたグンテルと、兄妹の情誼を絶つよう
にと彼女をそそのかしたのは、おそらく悪魔ででもあったであろう」(1394)と述べているほどだ。 
 しかし、ここで一つ気になるのはやはり、時の流れの問題であろう。第 11 歌章でクリエムヒルト
はジークフリートと二―デルラントに帰って幸せな 10 年を過ごし、第 19 歌章の終りには、「ジーフ
リトの死んだのち、彼女は実に 13 年というもの、あまたの苦悩の中にくらしたのであるが、彼女は
遂に勇士の死を忘れることはできなかった」(1142)とある。更に第 23 歌章になると、エッツエル王
と結婚してやはり 13 年の年月が流れたことになっているのである。彼女の再婚までの年月とエッツ
エル王と結婚後ブルグント族を招くまでの年月が同じ 13 年というのも、不吉な出来事が起こる暗示
となっているのかもしれない。キリスト教で、最後の晩餐に出席した十二使徒にイエスを加えた 13
人は、最も縁起の悪い数であったから。だが、ここで重要なのは恐らくクリエムヒルトの年齢などで
はなく、何年経とうと彼女のジークフリートに対する愛はさめず、復讐の思いも決して消えなかった
ことだから、こうした長い年月はひとえに彼女の夫に対する愛の大きさと、強い復讐心の象徴と見る
べきなのだろう。 
 こうしたことは古い時代の物語にはしばしば出てくる。例えば、ギリシャ神話でオデュッセウスの
帰りを待つ妻ペネロペイアは、20年たっても依然として大勢の求婚者が寄って来るほどの美女だし、
旧約聖書の「創世記」にもアブラハムは 175 歳、彼の妻サラは 127 歳（第 23 章 1 節）まで生きたと
書かれている。また、「古事記」によれば神武天皇は 137 歳で亡くなり、第 6 代考安天皇 123 歳、第
10 代崇神天皇 168 歳等々、ここでも古代の修辞法が登場してくる。要するに、とても長生きをした
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人々がいたと理解できるだけで、我々にはもう十分なのである。 
 クリエムヒルトは言葉巧みに、故国の兄グンテル王やハゲネを自国へ招待したいとエッツエル王に
願う。王が愛する妻の望みを拒否するはずもなく、すぐに 24 人の武士たちとバイオリン弾きが使者
として選ばれ、ライン河畔のヴォルムスへ向かうことになったのである。 
 彼らを迎えたグンテル王や二人の兄弟たちは妹からの招きを喜んだものの、ハゲネだけは「私があ
の方の夫をこの手にかけて殺したのですから、どうしてのこのこエッツエルの国へなど行けましょう」
と反対を唱えて、「妹は恨みを捨てたのだ」と言う王と対立した。しかし強固に反対していた彼も、
王の弟ギーゼルヘルに「この地に留まってわが身を大事にかばうがよい」と臆病者扱いされるに至っ
て、ついに「私の勇気のほどをお目にかけましょう」と同意せざるを得なくなってしまったのである。
ただし彼は出かけるにあたっては武装を整え、精鋭の騎士たちを連れて行くことを王に同意させ、結
局その数は「一千六十名の郎党と九千名の兵卒」になったのであった。 
 反対する者のプライドや弱点を巧妙に操って押さえつけようとしたり、心を翻させたりするのがう
まい狡猾な人間がいる。そういった人はあらゆる手段を使って狙った相手の情報を収集し、黙らせよ
うとするけれど、この場面で王子ギーゼルヘルにそのような悪意があったとは思えず、彼はハゲネに
ただ、「命がおしいのなら、行かなくともいいではないか」と言っただけだった。それでもこんな突
き放した言い方が、逆にハゲネの騎士としてのプライドを大いに傷つけて、本意を翻らせたのであっ
た。というのも当時は騎士（や武士）にとって臆病者や卑怯者と見なされるのは、名誉にかかわる最
も忌むべきことだったからである。 
 クリエムヒルトの陰謀を見抜いていたハゲネが、「フン族の国で身を護るためには武装を整えてお
出かけなさいまし」と主張し、グンテル王が彼の警告を受け入れたことがこの悲劇の伏線となってい
る。この前に、ハゲネを支持する大膳職ルーモルトが王に、「お国は豊かであり、フン族の国よりも
ここの方が万一の危険から守られます」といたってまともな進言をしている。剣を用いる者は、結局
剣によって滅ぶのだ。こちらが武装するなら、相手だって武装するだろうし、ちょっとした釦のかけ
違いで戦いになる可能性は大きく、この物語では実際そのようになってしまった。好戦的な者たちは
いつの世にもどの国にもいて、大言壮語し社会秩序を破壊して罪のない人々を殺戮し、当然ながら何
の責任もとらない。戦は始めるよりも終わらせるのがはるかに面倒とはよく言われることだ。いざ戦
いとなれば一方の思惑だけで済むはずもなく、途中で終えることができなければ、そこには勝利か全
滅かしかない。愚かな旧日本軍が目指したのは、まさにこれだった。互いに兵士と武器を整えるなら、
戦争になる可能性はいつだって大きいのである。 
 大勢の意識が既にある方向へ向かっている時、それを変更させようというのはとても難しい。ルー
モルトの進言は正論だったというのに、ここでもグンテル王はじめ兄弟たちは既に、懐かしいクリエ
ムヒルトに会いたい気持ちの方がはるかに強く、それ以外の選択肢はもう考えられなくなっていたの
だ。 
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 ところでグリム兄弟の弟ヴィルヘルムは、物語中ではあまり目立たぬ存在であるこのルーモルトが、
当時の同じ中世叙事詩「パルチヴァル」の中にも登場していると指摘している。 
 
私はかの大膳職ルーモルトを見習いたいと思います。彼は王グンテルがヴォルムスから遠くフン族
の地に遠征に向かうとき、留まるようにと忠告し、自分は細長く切ったパンを油でいため、鍋をかき
回していたいと頼んだ男です。／勇猛な方伯はそれにこたえた、『長年聞きなれた、いかにもあなた
らしい話しっぷりだな。あなたは私に向かっては仇を討つようにと勧めておきながら、ジークフリー
トの身に起こった不幸の復讐を恐れて、自分はあの料理番（ルーモルト）の態度を見習おうというの
か。かの勇猛なニーベルンゲンの騎士たちが、勇躍して征途にのぼろうというときに、それに反対し
たあの料理番の態度をな』(420・26-421・10)これはニーベルンゲンの歌 1518-1519 行に関係してい
る（7）。 
 
騎士文化華やかなりし当時、ルーモルトの様な平和主義者は臆病者と見なされたのだ。この時代、
徹底して重んじられたのは名誉、そして重要なのは「自分自身を矜持とする感覚」なのであった。 
 
 
プリュンヒルトのこと 
第一部でクリエムヒルトと女同士の凄まじい争いを演じたプリュンヒルトは、第二部になると一切
その姿を現さない。ドナウから来た使者たちにさえ、「王妃プリュンヒルト様は、ご気分がすぐれさ
せられないので、ご対面は叶うまい」という次第である。物語作者はこの段階で、諍いの一方の主人
公の役割がもう既に終わったと考えたのだろう。 
しかし古い文献の中での彼女の運命はだいぶ違っている。「ヴォルスンガ・サガ」は彼女の名前の
由来を、兜と鎧をつけて戦っていたから「鎧の戦」（24 章）（ブリュンヒルド）と呼ばれていたと述
べる。ライン川の南にある国の王ギューキの娘グズルーン（クリエムヒルトの北欧的表示）は、ある
日「黄金色をした美しい鷹が手にとまる夢」を見て、その意味を探ろうとブリュンヒルドの館を訪れ
た。そこでグズルーンは更に彼女に、「黄金色をした牡鹿があなたに射殺された」という別の夢の話
をしたのである。ブリュンヒルドは言う。 
 
「後に実際に起こる通りに解釈しましょう。わたしが夫にと選んだシグルズ（ジークフリート）が
あなた方のところに行くでしょう。グリームヒルド（ここでは魔法を使うギューキ王の妻である）が
彼に毒を混ぜた蜜酒を与え、それがわたしたちみんなを途方もない悲しみにつきおとすのです。あな
たは彼を夫にむかえるが、すぐに失い、アトリ（エッツエル王の北欧的表示）を殺すことになるでし
ょう（8）」 
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グズルーン（クリエムヒルト）は「悲しみに胸がつぶれる思い」で岐路についたのだった。しかし
ブリュンヒルドとシグルズ（ジークフリート）の関係がもっとはっきりわかるのは、「エッダ」の「シ
グルズの短い歌」の方だろう。この中でブリュンヒルドは、「若武者シグルズをこの腕に抱きたい。
それができなければ、いっそ死んでしまいたい」と激しい独白をしている。 
 
まあ、何ということを口にしたの。いけない。グズルーンがあの方の妻、わたしはグンナル（グン
テルの北欧的表示）の妻なのですもの。いやな運命の女神たちが、切ない憧れをわたしの心に植えつ
けたのだわ（9）。 
 
既にグンナル（グンテル）の妻であった彼女は夫に、シグルズを殺して「どの王者よりもすぐれた
方」になるよう唆す。そしてグンナルはその言葉に従って、自分の弟にシグルズを殺させたのだ。 
 
ベッドのグズルーン（クリエムヒルト）はシグルズ（ジークフリート）のそばで安らかに寝ていた
が、フレイの友（シグルズ）の血で血まみれになると、目を覚まし、喜びもけしとんだ。（24） 
ブズリの娘ブリュンヒルドはベッドで、ギューキの娘（クリエムヒルト）の悲鳴を聞くと、一度心
から笑った。（30） 
わたしが愛したのは、あの方だけで、あれやこれやの方ではありません。女心を変えるつもりはあ
りません。もし、わたしが死出の旅路につくと聞いたら、アトリ（エッツエル）は何もかも後でわか
ってくれることでしょう。（40） 
女は軽々しくほかの男に添うべきものではありません。わたしの恨みはこれで晴れました。（41） 
 
最後にブリュンヒルドは、シグルズと自分の間に「輪のついた剣、鋭い刃を横たえてください。以
前、わたしたち二人が一つ寝床に上り、名ばかりの夫婦であった頃のように」（68）と頼んで死ぬの
である。 
 
もうたくさん語りました。運命がわたしに話す機会を与えてくれるなら、もっと話したいことはあ
るけれど。声が出ない。傷がふくれる。わたしは真実を語った。それではあの世へ参ります。（71） 
 
もう一つ、「ブリュンヒルドの冥府への旅」では、死んだ彼女が女巨人に次のように語る。 
 
オーディンはわたしの館の南に樹の敵（火）を炎炎と燃え上がらせ、ファーヴニル（龍）の下にあ
る黄金をわたしのところにもたらす勇士だけが、そこを馬で越せるようにしたのだ。（10） 
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ところがギューキの娘グズルーンは、わたしがシグルズに抱かれて寝たと非難した。そのとき、は
からずもわたしは、婿選びで欺かれたことを知ったのだ。（13） 
男と女は、この先苦悩を背負って生きて行かなければならないだろう。でも、わたしとシグルズは
決して別れない。失せよ、女巨人め。（14） 
 
このように「エッダ」と「サガ」の中ではシグルズが殺された後、プリュンヒルトがどのように行
動して死んでいったのかが詳しく語られているのに、「ニーベルンゲンの歌」では、彼女がジークフ
リート亡き後どのように暮らしていたのかは全くわからないのである。 
 
プリュンヒルトとは対照的に、それまでひたすら貞淑な妻であったクリエムヒルトはジークフリー
トが殺された後、復讐の鬼と化す。彼女はひとえに夫の恨みを晴らすためにだけ生き続けていたので
ある。エッツエルの国へブルゴントの身内を招こうとする時のクリエムヒルトの台詞は、「もしトロ
ネゲのハゲネが彼方に留まろうとするなら、一体だれが国々を通って道案内するのです。あの人は幼
少の頃からフン族の国への道を知っているのだ」(1419)と、実にしたたかであった。 
テキストは続けて、「使者たちには、何ゆえ彼女がトロネゲのハゲネを、ラインに留まらしめよう
としないのかわからなかった」と述べる。更に第 24 歌章で、使者たちの報告を聞く彼女は、「ハゲネ
はすぐれた勇士で、私が好もしく思っている男だ。当地で対面できることと思って、実は楽しみにし
ているのだ。」(1502)と言い、如何にハゲネに拘っていたかがわかるのだ。 
 
 
「渡し守」と羽衣伝説 
ブルゴントの一行は 12 日目の朝ドナウ河畔に達したものの、橋はなく船は隠されて影もなかった
ので、ハゲネが河の畔に渡し守を捜しに行くことになった。彼はそこで水浴びをしていた仙女たち
(zwei weise Frauen)を目撃し、彼女たちの衣を奪うと、一人の水の乙女(eine Meerweib)が「もし衣
を返してくれるなら、あなた方の旅がどうなるのかを予言してあげますよ」と言ったのである。 
キリスト教がヨーロッパに入って以来、土着の神々は排撃されたり悪魔（魔物）と見なされて次第
に消えて行ったのだが、この時代には例えば第一部に見られたように、「殺害者が殺した者の前にい
くと、死体から再び血が流れる」といったような俗信などがまだまだ健在だった。同じように、川に
棲む水の精の伝説もまた容易に信じられていたのではあるまいか。川の大洪水や人を溺れさせる水の
力を、中世の人々は「水の精」の仕業であると考えており、その存在はまさしく日本の河童伝説と共
通するものがある。 
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ドイツがオリエントを知るようになるのは 12 世紀の十字軍遠征以来で、ハゲネが水の精に出会うこ
の場面もまさしくオリエントに伝わる「白鳥の処女」（スワン・メイドン）、または「羽衣伝説」の影
響だろう。これは全アーリア（イラン）族に共通した祖先伝来の遺物で、原始的な神話の一つである。
ペルシャでは悪霊サピッド(Sapid)に攫われた主人公がぺリ(Peri:ペルシャ神話の美女)の鳩の衣を
奪い、サー・ハガン(Sir Hagan)もまたドナウ河の水の精（人魚）の衣を盗んで妻にしている（10）。 
「千夜一夜物語」に羽衣伝説が登場してくるのは第 483 夜「巨蛇の女王」と 779 夜以降の「バッソー
ラのハサン」である。どちらも非常にエロティックで、こうした描写がほかの物語に大きな影響を与
えていったとは容易に想像がつくだろう。 
 
 さて、水の乙女がハゲネに語った予言とは「フン族の国へ行ったら、とんだ目にあわされる」とい
うものであった。 
 
 さあ、引返しなさいな。今が分れ目よ。 
 あなた方、勇ましいお武家さんたちがエッツエルの国に招かれたのは、 
 むこうで殺されるためなのです。 
 あすこへ行く人は、死神について行くようなものだわ。(1540) 
 
 更に乙女たちは、「司祭以外は、誰も生きてグンテル王の国へは帰れない」と保証したのだ。それ
でも尚あきらめぬハゲネに乙女は、河の上手の小屋に乱暴者の渡し守がいると教えてくれた。 
 日本の川に較べると幅も広く、流れる距離もはるかに長いラインやドナウといったドイツの大河に
橋を架けるのは大変な作業で、結果、渡し船を操る人間（渡し守）は交通の重要な担い手となってい
た。「渡し守が大勢必要なところでは渡し守仲間団体が同職組合として結成されて（11）」いて、かなり
の力をもっていたという。中世の渡し場は、犯罪人などが復讐から保護を受けられるように、逃げ込
める場所として慣習的に認められてもいた。つまりアジール(Asyl)である。渡し守は追う者と追われ
る者と、いずれにも味方をしてはならず、中立でなければならなかったのである。 
 
 しかし民衆の目には渡し船はたんに公共の施設であるだけではなかった。渡し船はすでに河中に漕
ぎだしたとき、水の精、川の神の支配下にあった。犯人を追跡することによってこれらの霊を騒がせ
てはならないと考えられていたとみることもできるのである。 
 ドーナウを渡る渡し船のなかで客は笛を吹いてはならなかった。水の精が風を起こすと考えられて
いたからである（12）。 
 
ハゲネは水の乙女に聞いた通りに渡し守を捜しだしたものの、この男は極めて気難しく、ハゲネの
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要求を拒否したばかりではなく、櫂を振り上げて打ちかかって来たのである。竿はハゲネの頭上でへ
し折れ、怒った彼は渡し守の頭を切り落としてしまったのだ。 
 
 
「藤戸」のこと 
 「平家物語」でも川や海を舞台とする戦が繰り返し描かれている。 
 頼朝の出鼻を挫くべく維盛を大将軍として三万余騎で都を出た平氏方が、富士川の岸辺で夜半に飛
び立った無数の小鳥の羽音に驚いて逃げ落ちたのを境に、平家の運命は傾き出し、この後平家はいく
つか小さな勝利を収めたことはあっても、大局的には屋島、壇ノ浦の合戦にいたるまで、運命に見放
されてしまったのであった。 
 巻十「藤戸」では、渡し守のない源氏軍が対岸へ行けずに困っていた時、｢宇治川の先陣｣で梶原景
季と先陣争いをして勝利した佐々木四郎高綱の兄である佐々木三郎盛綱という武将が、浅瀬を教えて
くれた浦人を殺している。屋島の戦の際、源氏と平氏との陣の間は海を隔てて五町ほどの距離であっ
たというから、550 メートルぐらいであろうか。2月 15 日の夜、盛綱は偶然にも、海の様子によく通
じているという浦人に出会ったのだ。浦人は、「月初め海の東が河の浅瀬のようになり、月の終わり
は西に変わる。その間十町ばかり、この東西の浅瀬は馬でたやすく渡れる」と教えてくれたので、佐々
木は悦んで浦人と一緒に実際にその浅瀬を渡ってみることにしたのだ。 
 
 深い場所は泳いで、浅い所へおよき移った。浦人が言うには、「北のこれまでが深くて、これから
先、平家のおる南の方は、ずっと浅くなります。敵方が矢さきをそろえて待っているところへ、素っ
裸ではかないませんから、もう引っかえしましょう」。 
 佐々木はうなずいて引き揚げたが、「下郎は安心がならない。又誰かに誘われれば、海の案内を教
えることであろう。この秘密を、他人に知られてなるものか」。そう考えて、かの浦人を刺殺し首を
とって捨ててしまった（13）。 
 
 水を渡るための協力者を殺して首を切ってしまうのはハゲネも佐々木も同じだけれど、いわば正当
防衛で止むを得ず渡し守を殺したハゲネに較べると、佐々木は親切であった浦人への恩を仇で返した
のだ。剣を持つ自己中心的な人物にかかっては、正論も思いやりも時によってはまるで無力と化して
しまう。 
 室町時代に琵琶法師による「平家物語」の語りは一大ブームとなり、「藤戸」の哀れなエピソード
もまた人気があったのであろう。話は「藤戸」の後日譚というべき創作劇である。 
 
 藤戸での先人の功によって領主として国入りした佐々木盛綱に、水先案内人をして口封じに刺殺さ
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れた若い漁師の母が我が子を返せと迫る。やがて供養をうけた漁夫の亡霊が現れて謀殺されたさまを
語って成仏するという夢幻能（14）。 
 
 「平家物語」は佐々木三郎盛綱の行動を、「彼の男を刺し殺し、首掻き切ってぞ捨ててける」と無
情に描写しているものの、根本は彼の武勲を称賛しているのである。佐々木の行為を「義理と人情」
に背くものと見なす謡曲「藤戸」の視点は、室町時代になってからのことだ。謡曲は親切にしたとい
うのに惨殺された浦人の無念さを語り、盛綱の非道を伝えているのである。 
 
 
弦の調べ 
 後白河法皇と建春門院の皇子高倉上皇の病状が悪化し、21 歳の若さでついに崩御されたのは、関
東に源氏が蜂起し以仁王が討たれた翌年のことであった。こうした天下の混乱状態や南都焼打ちのシ
ョックが、上皇の病状を更に進めたのである。 
 巻の六前半は、日本史の大転換期であったこの激動の時代を生きるにはあまりにも繊細過ぎた、心
優しき高倉上皇の挿話である。「紅葉」では、落葉を燃やして酒を温めた下役人を怒るどころか、「林
間に酒をあたためて紅葉を焼く」白楽天の詩のようだと称賛しているし、女主人の装束を強奪された
女の子には、妻徳子から似た装束を取り寄せて与えてもいる。これだけでも、上皇が如何に教養深く
思いやりのある人物であったかが十分に伝わって来るではないか。次に、上皇は中宮に仕える葵前と
いう女の童を愛したのだったが、「世上の謗を憚」って二人の関係を断ってしまい、やがて葵前は病
にかかってあえなく命絶えてしまう。そして、この後に登場してくる「小督」もまた美しくも儚いエ
ピソードである。 
 高倉帝は、宮中一の美女で、かつ琴の名手であった小督を愛するようになるが、娘徳子が帝の正妻
であった清盛はそれを知ると、小督を殺そうとした。そこで彼女は宮中を出て嵯峨野に身を隠したの
である。小督への思いを断ち切れずにいた帝は八月のある夜、仲国という家来に彼女の探索を頼む。
月明かりの嵯峨野で小督を捜す仲国の耳に、松林のあたりから幽かに琴の音が聞こえてくるのは「平
家物語」中でも殊に美しい場面である。 
 
 峯の嵐か松風か、尋ぬる人の琴の音か、おぼつかなくは思へども、駒を早めて行く程に、片折戸し
たる内に、琴をぞ弾きすまされたる。控えて是を聞きければ、少しも混ふべうもなく、小督の殿の琴
音たり（15）。 
 
 小督は再び帝に迎えられ、二人の間には女の子も生まれたというのに、結局はまた清盛の知る所と
なって、彼女は尼にされて追放され、元々病弱であった高倉帝は心労も募りほどなく亡くなってしま
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ったのである。 
 ところで、ここで活躍する仲国は宮中の音楽を司る楽所に勤めていた楽人で、1248 年までは生き
ていたことが近年になってわかったという。「仲国の心の動きと行為行動が丹念に辿られているのは、
作品成立期に生きていた本人の手柄話に端を発する話ゆえ（16）」との説は面白い。「平家物語」は戦の
中にあって、個々人の運命が如何にもろく儚いものであるかを繰り返し描いている。 
 
 「ニーベルンゲンの歌」では、エッツエルの城で歩哨に立った楽士フォルケールが戦友たちを慰め
るべくヴァイオリンを弾く。テキストは「彼より勇敢なヴァイオリンの奏者は曾てあったためしがな
かった」と述べる。彼はベッヒェラーレンを去る時にも、ゴテリントの前でヴァイオリンを演奏し歌
をうたったのであった。「かくて弦の音がいとも妙なる調べをかなでたとき、誇り高い旅路の武士た
ちは、フォルケールに感謝の情をよせた」のである。 
 
 まさに嵐の前の静けさというべきか、不穏な雰囲気の漂う物語の中でホッとさせられる描写である。
素晴らしい音色には、心配事や嫌なことを忘れさせ、心を落ち着かせてくれる効果があるのだろう。
ヨーロッパ中世における音楽はキリスト教的な生活のシンボルであり、天の音楽こそが最も重要なも
のであった。尤も、それは実際に耳で聞くのではなく、あくまでも内面的な霊的ハーモニーであった
のだ（17）。国王は会議や執務の後の気晴らしや腹ごなしのために、「楽器を奏するミンストレル（吟遊
詩人）をそろえておくのがよい」と思われていた。 
 フランスの公たちも音楽は大好きだった。そもそもトルバドゥールの発祥が南フランスであったの
を思い起こせば、それは当然なことであったろう。高貴な婦人への憧れや恋心を歌ったこの流れが、
北フランスのトルベール、そしてドイツのミンネゼンガ―へと伝わって行ったのである。たとえばブ
ルゴーニュのフィリップ善良公（1400 年代）の礼拝堂では、数多くの楽器が使用されていたという。 
 
 フィリップ善良公はハープの演奏を習い、ミンストレルやそれ以外の楽士たちに非常に興味を示し
た。彼の士官や召使の中には、バイオリン、ハープ、オーボエ、トランペットなどの楽器を演奏でき
る者たちがいた。デュファイはシャロレ伯に音楽を教えていたと思われ、フィリップの礼拝堂にも所
属していたようである。フィリップは礼拝堂付き司祭をバンショアと名付け、モンスのサント＝ウォ
ードリュの聖職禄を与えた。礼拝堂では数多くの楽器が使用されており、雉の饗宴ではオルガン、ハ
ープ、ドイツホルン、トランペット、オーボエ、コルヌミューズ、太鼓、ギター、ハーディガーディ、
バイオリンが演奏された。 
 シャルル豪胆公の礼拝堂には歌手 24 名、少年聖歌隊、オルガン奏者、ギター奏者各一名、ビオラ
とオーボエの奏者数名ずつが所属していた（18）。 
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 要するに、音楽を好む領主たちはそれぞれに小さな楽団を抱えていたのであろう。 
 
 
儚き愛 
 鵯
ひよどり
越
ごえ
の麓を防備した 平通
たいらのみち
盛
もり
は弟教
のり
経
つね
の仮屋に北の方小宰相を招いて最後の名残を惜しんでい
た。しかしそこへ弟がやって来て、「ただいまにも上の山から源氏勢が降りてこないでもない」と諌
められている。ここでは通盛の女々しさと教経の猛々しさとの対立が鮮明になっている一方、別なレ
ベルでは兄の優しさと弟の厳しさとが対照的に描かれてもいる。武士であるはずの平氏は天下を取っ
て貴族たちと交わるうち、次第に宮廷風な雅に染まって貴族化してしまったのである。 
 結局、通盛は湊河の下で討死し、それを知った小宰相も夜中に船から身を投げて夫の後を追ったの
であった。「小宰相身投げ」には二人の慣れ染めや彼女の死生観が具体的に描かれ、これだけで一つ
の美しくも悲しい恋物語となっている。 
 
 静に念佛し給えば、沖の白洲に鳴く千鳥、天の戸わたる楫の音、折から哀れやまさりけん。忍音に
念佛百遍ばかり唱へさせ給ひつつ、南無西方極楽世界の教主彌陀如来、本願過たず、飽かで別れし妹
背の中らひ、必、一つ蓮にと、泣く泣く遥に掻き口説き、南無と唱ふる聲と共に、海にぞ沈み給ひけ
る（19）。 
 
 まだ 16 歳であった小宰相を見初めた頃の通盛の歌が残されている。 
 
 我が恋は ほそ谷河のまろ木橋 
      ふみかへされて ぬるるそでかな 
 
 「踏み返す」と「文返す」とのユーモラスな掛け詞からも、通盛の教養のほどが伝わってくるでは
ないか。 
 小宰相が入水するまでの心の動きや自然描写は、物語作者が相当彼女に思い入れがあったことを伺
わせ、聞き手（読者）の心には悲運に見舞われた夫婦の哀れさがより強く響いてくるのである。 
 
 「平家物語」同様、後半に凄まじい戦闘場面が中心となる「ニーベルンゲンの歌」（後編）の中で、
ブルグントの人々がベッヒェラーレンの辺境伯リュエデゲールに迎えられる 27 歌章には束の間の安
らぎがある。リュエデゲールの娘がいとも美しかったので、人々の優しい眼差しを集め、「あまたの
天晴な騎士たちは心の中で彼女をいとしく思った」（1669）のであった。楽人フォルケールは単刀直
入に「あなたの美しいご息女を妻に申しうけたいのが私の願いです」と言い、ゲ―ルノートも同様に
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「このような人を妻としたい」と続ける。すると好意に満ちた調子で「ギーゼルヘル（グンテル王の
末弟）様が妃をお迎えなさるがよい」と口をきいたのはハゲネであった。 
 ヨーロッパで宮廷恋愛の観念が初めて出現してくるのは 12 世紀である。それまでは貴族の男女が
合意して結婚することなどはほとんどなく、一緒になるのは家を存続させるための一つの政略であっ
た。中世初期、「優れた性」であると考えられていたキリスト教徒の男に対して、女はまるで「救わ
れぬ性」であり、夫にとって「妻は財産の一つにすぎなかったのである（20）」。 
こうした考え方がガラリと変わって、女性を崇拝する文化が生まれたのがまさに 12 世紀であった
といえる。その理由の一つとして、11 世紀から聖職者の間で信仰され出した「処女にして母」であ
るマリアへの崇拝があげられる。しかしこうしたマリア崇拝が、ほぼ同時期に南フランスで花開いた
トルバドゥールに影響を与えたものか、あるいはその逆であったのかはよくわからない。いずれにし
ても、宮廷恋愛で初めて理想化された「愛される女」が登場したのは決定的な変化であった。つまり
女の方も自由に自分の夫を選ぶことができるようになったのである。 
ハゲネがグンテル王の弟ギーゼルヘルを辺境伯の娘の花婿として推薦すると、話はあっという間に
まとまった。初対面であったギーゼルヘルに対する娘の気持はまるでわからないまま、ただ彼女の父
と母そしてギーゼルヘルが納得しただけだったのだが。娘の彼に対する気持がわかるのは少し後にな
ってからである。「この武士を夫として望むか」と聞かれた時、「彼女はいささか困惑した。けれども
この美丈夫なら夫にもちたいという気持はあった」(1684)のだ。 
ハゲネがギーゼルヘルを花婿に推薦した背景には、当時長男以外の兄弟がなかなか結婚できなかっ
た社会状況も反映されていたかもしれない。貴族の家では長男が後を継ぐと、他の男兄弟は「父親が
金を出して聖職禄を買って修道院に入れてしまうか、聖堂参事会員にすることが多かった（21）」。長男
の結婚も個人の恋愛感情ではなく家と家との重要な関係であったから、良い娘を見つけ出すのは難し
く、その結果、晩婚となってしまうのであった。 
 
次男や三男などで聖職禄にありつけなかった男の子たちは家を出て遍歴の旅をし、騎馬試合で勝っ
たり、戦争で戦利品を得たりして自立のチャンスをうかがっていたのです。豊かな未亡人がいれば良
い機会とばかり接近し、あとがまにはいりこむのでした（22）。 
 
異端者を裁く教会の法廷に魔女が出廷し始めてくるのは、宮廷で身分高き貴婦人に対する愛が賛美
されていたのと同じ頃だ。一部の女性は聖女のように持て囃されたというのに、一部はその対極の魔
女として虐待されていったのである。特に異端者への運動が激化するのは 11,2 世紀頃からで、「たと
えば 1022 年に多数の異端者（アルビ派）がフランスのオルレアン司教区で、生きながら焼かれた（23）」
記録がある。更に、シャンパーニュで異端者 180 人が焼かれたのは 1239 年のことだ。 
貴族や騎士たちが宮廷サロンで美しき愛の歌をうたっていた頃の封建社会で、領主に従属していた
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農奴の状況は悲惨であった。フランスのミシュレは、「12 世紀の終りには一村の頭に立つような農奴
や村長たちの家族にさかんに凌辱行為が行われていた」と述べる。貴族たちはこうした家族たちの間
に精神的品位の生まれるのを許さず、「彼らの妻や娘が身持ち良く、品性が正しくなるのを黙認でき
なかった（24）」のだ。領主や聖職者などは農奴が結婚すると、初夜権と称して新郎よりも先に新婦と
交わることが公認されていた。 
 
不幸な男はおのれのもつすべてを差し出しても何の役にも立たない、相手の女のもってきた持参金
までも・・・それでもまだ少なすぎる。そこでとうとう彼はこの不当な厳しさに思わずかっとなる。
「わたしの隣人は何ひとつ支払わなかった・・・」何を言う、ふとどき者め！ 屁理屈を申すのか！ 
そうなると待ってましたとばかり棍棒や箒が雨あられとばかり彼の上に振り下ろされることになる。
彼は押しやられ、突き落とされる。彼に向って人びとは言う、「汚らしいやきもちやきめ、汚らしい
不景気づらめ、おまえの女房をとり上げるわけではない、今晩返してやる、そしてこの上ない名誉と
して、胎ませてやるぞ！・・・ ありがたく思うがいい、おまえの一族もこうして貴族の仲間入りが
できるのだ。おまえの長男は男爵になるだろうさ！」 ― すべての者が窓にへばりついて、婚礼の
衣服を着て帰ってゆくこの男、この死者の奇怪にゆがんだ顔かたちを見ようとする・・・ どっとい
う笑いが彼のあとを追ってゆき、一方、騒然となった畜生どもは、一番下っぱの飯炊き男に至るまで、
この「寝とられ男」を追撃したのである（25）。 
 
あまりにも極端な幸と不幸の両極に置かれる、こうしたヨーロッパにおける当時の女性の状況を考
えると、まだまだ「建て前と本音」が少なかった日本の男女関係の方が、はるかに安定していたので
はあるまいか。一方で「快楽の中世史」は、ヨーロッパ中世に「村の若い男女は年間を通してたびた
び行われる祭で知り合うのが常だった（26）」と述べる。 
 
誘拐はむしろ貴族のすることである。しかしジャンとジャンヌはただの農夫であった。二人とも同
意の上で「密かに結婚の約束をしていたが、結婚を認める公印ももらっていなかったし、ジャンヌの
父親や他のいかなる人々の同意もえていなかった」。そのためジャンは彼女を誘拐した。ジャンヌが
いるかぎり他の女と結婚する気になれなかったし、彼女の父親が娘をすぐに他の男と結婚させるので
はないかと思ったからだった。結婚の約束はしていたが、愛する女を失うのを恐れて誘拐して一緒に
なろうとしたのである。愛と結婚は両立しないわけではないようである。 
 
この文書の前後関係から判断して、この出来事は 1300 年代前半のことである。宮廷サロンではプ
ラトニック的恋愛ゲームが行われていた一方で、庶民の方が至ってノーマルな恋愛をしていたのは面
白い。 
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まとめ 
 日独二つの作品は、後半一気に滅亡に向かうドラマが展開する。どうもがいても抗うことのできぬ
厳しい運命は、大きな川の流れに翻弄される人間の姿と重なって来る。登場してくる若き人物像はど
ちらも本当に魅力的なのだ。如何に過酷な運命に見舞われようとも、彼らはそれを恨むことなく、む
しろ平然と受け入れて死んでいく。そうした若者たちの人生に対する覚悟や達観した態度は、遥かな
時代を超えて我々を感動させずにはおかない。 
 滅んでいく者たちの視点に立って物語を聞くことにより、死者たちは蘇って来る。人間は皆いずれ
死んでいくのだけれど、両作品からは、思い切り生きた後の死に後悔はないといったメッセージがヒ
シヒシと伝わって来るのである。 
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